
めうしたら減弾 る? 忘 ! ( 物

筆 記 用 具 イ体操 服 • 上履 き宿 題 • 提 出 物

4mと、のような工夫をしています的\ ? ( 複敵 回答)

50

40

先 Jt に きい た '
と した 。

3人

2 5 人

糸勺 , 割 の先 生 が'生徒 の忘れ物 ・減 ら・t 工夫 をしてI %

20

100

?0

撤 工 夫 して い る

工 夫 していない

T0

6〇

七' ち ら ® 、ル ー プ も、工 夫 して い るス と

して い な い人 の数 は ほ けん と、 変 わ ら な い

100

?〇
80
70

6〇
50

4 0

30
20
10

0 ]

! 生徒 力徳 れたら困誌 ¢>は何日 か? 〇 教回答) 2. 生徳 成 札物 を減 らすためIニ工夫牝ていヨす山、?

く 調 査 あ 法 >

高松 市立 古高松 南 小 学 校 の

5 年 生 ¦ ¦ ? 名 と同 校 の孝え員28名 に

ァ ; ケー卜調 査 を実 施 は 。

詢 査 は2026年 7月13日～7朋 6 日に、

質 問 用耗 を配 ,乙記 入 しても5 うカ法 で

行 ’た .

な お 一都 の7、う7W除 き、無、回答 ヤ不 正 な

回 答 は 集 計 如 5 除 外して3 .

週 u

2. 忘、丸物 をしやすい曜 日は い つごす加?

へ へ
〇

3 .志 れ物 宏しないためt：
工 夫 していることは あ’) ますか ？

くま とめ>
芯 Jk 物 を 滅 らす た め に は 前 日の夜 に 準 備

すうこヨ抗 大 切 た'、X わ カ、‘た 。Z >M 、ら は 早 あ

に 準 備 することな意 識 ブけた い。

、ハ,

く子 と、もの立 場 で有 こうだ ど思 rた工夫 >

連 絡 帳 に赤 でか' く
連 絡 帳 1泳 3 いゝたう忘 れすに持 ,て二杓 " \ ら

金 曜 日に但て帰 る拘 硬 板 じ黄色&か く
黒板 に目此 黄色 小 、いていてわ カ、’) やすいカ\ ら

先生のナエックリストに〇もすろ
〇屯してし、うし、白分 杭 芯 ガ " 、走 れゝ てなし、カ、わ»、るカ' う

月に］回 月『 避 E 回 避 に 但ぼ、
程度 数 回 嚥 度 象 回 毎 日

く動機 > 私 2 3年生焰 生と統 計 グラ ・

フの課 題 に取 リ紐 んでいて、今執 3 回目で•す。

アンケー卜す作 久集めたデー舞 整 理 しS!'、如 して

紹 果を分力、リヤす衆 初 はーとても楽 い、 で、 す

’しカ、し、な0\効 、周 リ¢>皆に興 味甘寺, てもらう二t 恭

マき対 ん. そ翌 今年は統 計 犯 果視 て、皆にも

］楽 しんな¢•ら丸うテーマはないれと考 えました。

［私 自身ボ掌校 生活 仁おy 困,ていろユ ならは、

待 皆仁秩 感 して拓 な! 心 、ち0 、% うした5

:忘れ物 を減 5 ど謂 、_, とテー" ほ した。

:: きい

器 、

/ ンゝカチ • ティッシュ

w なI 、 耕

< 気 プいたころ>
・忘 れ 物 お 与 い クリしープあ少 な いグ九 ープ日 工 夫

してい ろ人 の割 合 バ 変 わ らな、いのカぐ不/思、譲 だ'

たN 工 夫の内 容 に逢 いが あろこZ が わ か' リ、詳 し

く言周査 してすろ二とは大 切 だ、と感 じ［こ。

• 先 生 は生 從 杖 ハンカチ・ティッシュあ忘 れ てあ困 5

な いカ\ う注 意 しな いM のた め 待 って［な い生 徒

お % いのか な の思、った。

18-

16

14

12

10

8

6

年

2

, ぐ教科 書 宿題 筆記用具 体径 服 給 食 ハンカチ途終 帳 その他

伏) ノ』 ト 提出物 上扉 i セ" ト テ" シュお便 り

学 習 に支 障 び、出 を教 科 書 . ノー卜必 い.

生徒 岡 よく忘 れ る八 : カチ・ティッシュ は 少 な い .

• 宿 題 • 提 出 物 を忘 れ る

人 伏 % い )

• 外人U 人はハンカナ•テ”シノ
をW ぼ 毎 日忘 れ てい 5 ! !ノ

～ ～ W。4枠

〇
(人) 月 火 水, 木 金 旅ま,ていない

月 曜 日 に忘 れ 物 を す ろ人 か珍 I ヽ

3 )「1.学液の持ち物 とピ本くらい点 度で忘帰 孤 ?”

交 幡  X 回答を¦ ～6点で点故化 し(は以・公、二I点～

w 0 4 ほぼ每H = g点) 、平均点、の上位半数を忘 れ物 i \

初 、7・ルー之 下位半数 な¦"忘>t物 机 少以、グル- 7：

3. ぢ¢>ような工夫をしてい立丸 ' ? (複 救 回答)

小 ・尊 頑b 亀

二 4  f

l 学核 の持 ち物 を 小 くらいの頻 度で、忘 梢 すか？( 各持ち物につき、選 択 )

教 科 書 • ノー ト
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70
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4 0
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20
10

0 日 匕んズ 月1：1セ 月し 好 1回 週 に ほ ほ ・

(人) な い 程 度 次 回 故 数 回 毎 日
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飢餓 をゼ ロに ！
作文を書 いて給食を届【な う

令 和 タ午 7月 /1？日
丸亀 市立 岡 田 小學校

く " 舛 生 /32 人

、 、 ー 謂 ベ ノ

頰 > '
5

5

/ .7

〇

ハイケ

72
/ } 、軌 パ ン

( い くつで も)

22締

4-3.7

的

血 030 -
I個

- 10 000力?

5〇・〇10

00
20/S 血 6 2即/ 以 6 瑚  ユ晒 力2/ 從 2 2〇お 20神 2〇写 (旬

功 用

は い

3. 8

[ %

そ

他

<人)

60

50
4〇

30

20

10

0

建 に機 g
代替肉林 食ゆ

募

(人)
so

70

印

5〇

4〇

90

20

10

0

ウ57ライナ

い い ス

斗  6.2 % 50.0%

動

画

食 につ いて 2 0 0 字 対 上 イ乍 丈 た書 いて庇 蒙

すると 飢 傲 で雲 必 T g 子 典 2 人 分 0

給 食が、届 く r W F P 去 り方 一巧 切 ¦ コンテスと

を指ら ています か ?

無 回 答

0.7 %

飢 灘 が 深 刻 な 国

は総 爭(適 ) び原因

11. 。 〃メ

r

何 !
答

だ I

也 52

32•「

日柑

卷 の

秋 財

WF P去 リお 一エ ッセ イコ ン テス トス

玄 募 は ：い で、マ 松 ？

兼回 答 ー

読

/3.3 .

f

品α
I

用 過

蘇 去

100 (%)

燃 料用零

20 %

い し、え

73.2%

壮
隔 〇W »

玖

/ 皆 俺 ドノレ

約 2卿 係 円

爲 術 " 成 長 砲 のに,孃 建
出典 < 産 経:ニュース 記 事 2022牛履 28 U >

知 / 〇

10

冊 聞 :作行 飯
•翻 、魁 E  ・フードドライフ"
•展 べく萩 マわ如 )
•現跡 帝 助照
•環陳 彩 用
萩 験 べる

2姻

ノ ンゝ ガ 、ー マ ッ フ 。 ラ イ ブ 、

出共 く bun ^ er mqp . w-Pj>. 〇r g > 2 ぬ6年&月甜 現 任

国 連 WFP協 会 へ の 都 顔 匕

峡 く就 WF版 会物後 加 。•站 >

W F P チ” 方 ーエ ッ白 コ:Xか 次 蕾 裕 :

出典 く週 去 ! ホ-ムペマ“> ̶

T ニ容付^ ^ ・ ニ応募^ ¢  ̂ 2026牛8月" 日

世 界 の 穀 物 の 價 い 道
出典 < 世界 の食 朴問 題 >

世界 中の他 ・ヾ+分 に斜 ・ る加
び華  さスf % のに為 り俺 人の人が、
凱 織 ・て号 しんで'いるのを知 フていますか ?

wg ・ 畿 d どう林 " j募 汐 が 增 え る と思 レ)ま梵 ？

人日の代>%以 匕が滾几紘
〃 25 ～3 9  舛 %
〃 6 ～ %& 皆。
ル 7 T 化曾 %

40%

念 用

做

皿

_ _ を

也 I

・ポスケ一雄 る その他
•他の国爲 カ損
岸< ？紹介必
•験制 に佑
•會 金い雄 に祷 炊る

動 馳 師 ’件
分か̂ \ ' ・無 回答

牌
I $ = 明•3円

- 20000 了刈 力等 の

金援金,肖・

御 も磁 保
て'?てい受 ¦

り& 品ロス

焼 却 負用

村 2 .依 円

,ベナン _ ［エメン
""" i M HM

ー ー  ー 一  E i  E l

く 一 象 柩 関 西万博 熊 牌 ・ 、ソオ7に

騎 曜 財 齢 構 が5 混 国蔭 却合e て 経

g ! » 朗 ベま火 そこて WFP(世界纖 ! W ハ

̶ 董 萩 ?W  九 ・・功 想 コ方 山 曙 耕 リ̂ ^

F " ましt g <純 源 炉 】の做 を球 松 ん

二  心 喚 め 次 く套 :梱 忍耶 ほ した.

i  i  1 1 »  e  a 〇

対 よ

I 75

^ ―JU-
リなラ Illi

商 で生平 5 ¥ 溫

世 界 の人 口 約 83億 人 に

灼 等 に分配 芝水ていJnば

、翌 微 や 83德 人二院 ’」ド マノ

±

宣

椒 i餓 次 ゼ 口 に する た め に
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li iu
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① 子 構 の頃 の習 い事 が:今 の仕 事 や生 活 田役 立 , W ますか?

秀 ’
レ以 ル卜】

陽もし、” ム でシーン でもどれ るとしれら・何 さ1•、C頃 ¢" と・りれいせすカ、?

9人

( 28粉

【習 字】

加 道】

私達

② 子供 の 頃 にな りたか, た職 業 になれましたか？

令 知 拝 ・7月7日 調 ペ
東 峽 わ枇 引田小 孕校

6年生 保 護 者 32人

なれ なか. た
27人

(9。%)

?
9

つ
字 を見 "n切 ：もらえるし,信 用度 七上 ,

が; ていると思 う。

【物 萩 】 計算 が速 E 数 学 に強 、、。集 中力や

恐 耐 力 加・身 に付 き, 祐 が殺 立 づ

7V る。

【水 泳 】 子 供 に泳 き”方 逐 えうれ如

精神が蛾 え源 fj 大 知

何 事 K■¢強 、、菟 持 ちで’打ち::めてM 。

乳 儀 や周 りへの負 配 り争 、訓 担 ’

推 北 け るカなど.¦ ■に杭 % 新 泌 ・

ても活 きている匕思う。\ ら。

@ 子 供 につい7は しい職 業 は何 ですか ？

0 <

自分力ヾ応 せ事

公務員

理 学 用 法 士

農家

医 りょう系

エ ンジニ ア

会社 員

J
(3 今 の 仕 事 に 満 足 していますか ?

は い いいえ
26人 ® % ) 6人 ( 懺 )

' 1 1 ' 1 f c I r ¦ /
° 2° *o go Sb 加(%)

1ま し、

10人 (31%)
い ーい え

22 人 (6?%)
1 1 1 r
0 2〇

1 1 ¦ I r - π
加 6〇 " ‘" (%)

10 15

23

①子供 の頃に別 たか求 職 業は何で寸か?

- ̶̶ 一 ^ S 2 _̂ ^ V L ^ ～ q

【もどりた< ない ］ めんご うくさいか 」

［0オ 】 ーかう始 めると. どんな 抑 、“ホ 自分匹なるの心

レ］、学 生 ］ 毎 日衣 達 と進 ひ- 榮 しか, E 、ら。 小掌校 からやり刎 ると• 松 鶴 分妹 釆が“

幅 広い・" め 、や庶 5 職 業 如・見" 、,7い椅 机ゝ カ扶 、から・

［中 学 生 ］ もう- 痩勉 強 口 直i r“、。Eノ 勉 強 してみた、、め切くち礫 康 、, № ' う。

もう少し勉 強 を加んはバ いたら.務 来 め荏 路 や白分。逆 払 介幅 " ‘広 姻 t  ,

いたと思う剤ら。

【高 校 生 ］ つ春楽 しむゝ, た。、らバ ,匕糊 ゆ枷 ^ よが,六。進 学先 をか りし君えてみたい。

［2〇～25お 白分裕 〃出来て. 一春 楽 1ん7•・い杯 、ハ ネよ会 人 ハなッ 立 ・ ・自由 れ

何 杭 赴 択 一g ら,

① 小 学 生 の 匕貝の 自分 に ア トジ'“イ入 千きるとしれ ら•何 と言い 打 炉 ?

き っ か、 け

叙 は、まだ 将 来の尊が”

あリまE ん。

そこで、大人の人I過 去玄

振 り返 , てもらし、•色 質々

問してみたいと思いました。

ま と め

7 ソ切-卜を取 ってみて、秋達

は今、戻 る事 のできない、そ媚

1〇代 を歩ん下いろのだと感じま］

た。

後 悔 のな いよう今 を棄

しみ、勉 強 も運 動も習い專

も一生けん命 取 ソ糸! んで,

いきたいと思 いました。

そして色ん争経 ,験 や却 ンジ

を積 由重わ、自分の進 みたい

道 五見つけていきたいです。

⑤ 弧 やり直 すこ” 呉 きるとして£ .

同 じイ±事 匹 つ きた い と 思 し、ま 斗か ?
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方法 ：

家 に非常持 ち出 し袋はあ リ 洋 す オ' ?

生徒

1 !%

生そ

67 %保護者 33%

勒

L
決めz j な、 い 分舟まかい

3 % ' 3% 蟻M
生徒 且2?% ‘7/% 叫 り%¦〃%

先生先生 机% 担/3% 松

生 徒 ほ 聞 い て か• ま し た ’

分が4淳心下 きない3%

でき5

言周査 した日 :

調 査 対 ・象 :

学 校 で 地 震 や 火事灰、

起 きた う ツ 金 な

週 %曜 路 を送 ベ 客すが 1

大 地 震 状起 き た 場 合

先在が11な くてせ 自分 で、

考えて柵 で・ ます ホ ？

務治 牝ピビ京城 田 ' くもん%そこなし

分が沙 い

掛 “ゝ電加 "珈�

1
y 枕なし, 戸

傷

弟 ・とんZ
行" き3

35%

令和 8¥ ［月絹 へ 明 (5目

さわ き北 /小 学 険 依  版 の堂・ $%

6年係爵 保 灘 者 が濡 0 由 未提 出?

小学校概 生 /6名

配 $ しなアン毎ー卜用 絢 =舟 選 択 或解 容

あまリ !
白信伏ない

球

あまつ

所tw u

話%

避 離 訓 練 あ

してい•m剤 館 ・
礁 い地tw 拓

併 数 ・以 上。魚 ' だ

けで行 ^ す泌 坪
圈 が 負 持 椒 % \

家 Gや で、 ここ机’玄 全 と5 う 場 所 を知フ7 い ま す か［

知3危 い3 賛 リ我 たこ・曙、, 1 口未記入 ［

2-7 % 6S%

すぐ’特珊む と二3(3 3

• 用馬しzg い

2 %

お 

私 は202 痛 π能 登 半島地 震 松起 さた時 & か
5 球 迷 養 燃 当 £起 Sム 論 が£ 夷感 JTわ 珍

■U では i こ例® & ラ し「Z興 味 をと玉契 避

灘 的 だ 用處 ㈤ 緊® 時硝 埒 わせ場 洛磯 做
おじ’い加 g 津洛却 心 後 処 / ¦均 とアしゼ‘ン卜的
し札 わ。七こ3• 崎 間 再  か 検 の・ z あ訥 考薄

< な、, N い きましたZ他 の人は め’んが 二匕もしH
3 のが知2たして 匙 し¦読 ベ、ましん

家 仁は 哀 好 >員 机’3 日間

食 べ う松 水 や 食 料 状’

あ ソますか I

・ぢい ら 口 推 \

以 % 、次 回 32%

L̶  I
匕 m

* %
的 /8 。%)

先 里

〇 ! 5 a

大 士也震 雑'起 卦  W 家 族 とビ こで待  浴 丸せ的 3 な決 め3 ま押?

ミ都" 3
I

36%

ま 京 5 •慈 想 、̶

グラフに し 7 分 がフ在 M 北 豪庭 の備 えの薄 セで、ず お'蒙 の人の
7割 統’持 3出し強力%、しソ家 族で鴻 3合おせ喝 昂 と沃 炉 いな、しり噤
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c  l q ) マ 冊 ・Jマ い 3 人 か 、' & タ い 二 七 か <、依 か リま した 。

色 ) 煮 料 & 祐 率 ( 上げるなあ ド白分か て糸 此 (オ何 だ轉 いま必 ? 融 回宵)

〇 § (。 _  I ら _  20  占_  3〇 _  弟 牝 _ 啓 C/Q

番 雌 袖 最 牛2

曲 残弟 しない 2牛

ド也̂ ±¢?S宜す3 I3
/^ w***>'*^ \

旨玲 ぞす& 毎 n3 は

生春機 敵 す 7
勺 いけKビ 生産者 は

»曽え3二ヒも旨給 ギ E
上げ3T財い= 大松 •ft p
曳 え?乙い3んパ い為Y

1 いう= 5 借ヾがノ孝しも〇
良業 E E 知3 B

その他 2

無 回 答 d

4 • ん 十よ の 意 見 (二は 秘 在 舌 I二 すぐ で 主 そ うな こ 匕 うヾ

%  く め リ ま し T 。。

③ 香川県産 す食 材カヾ抑 は"疫 次れいと恩いますか ？
ゝ ’ 「1.%%

■せ"s 妥 び たい ( g 人 )

26.9

3ワ、E
で臨 苗 邊 な0 g 弘 )

ピ ちらでもよい ( 2う人)
3 牛W 。

□ ぶ まリ選 び’なくな い ( 〇ん )

尽 旧! 容 ( 【人 )
P ’長 で、" I い 、'、脳 、, 亡 パ ・ / l ' ' U

もうり し杏 ［I ! 県 産6 食 林 に 関 史 を騎 "

ほ い、 ヒ 思 ' I ま し代 。

( 伽 、3 )
 ヽ V V ～ ヽ

者 (I 探 では金 国 ヒくうべ了うビん か、、よく甫 K 、られマ勇 けK 各 )

’うビ ん の扁 籾 の ¦ ¦'晝 は タト回 作 ”ヾ 珈 1こ5 /ヾg 、リました 。 く

ま在香 川県では うビんに合う県 葡 吟 じさぬ S  6 醇バ イ昌 恥 り,種 袖  、

し" ' 3 こ杞 も 枷 リぎした。 }

' ( ま匕め ) \

初 ’残 しさ斌 らしたリは 也M 鼻 に取 (ノ爾 んF 、リす3 待 寸 )
白うせちび、で子るこてが、' あります。こ ・から旨分 K で 拘 こk ハ ら Z

［均 り祖 叶 ,食 舟 宜移 せ上 げ 3 こ匕に つけ ザ てい主表: “で す。 )

久 •> ノ 、 ハ �ヽ
〇 さぬ さ6 蘇 ヒは？香 川県下生・ た さぬ きうビん6 柵 )6 県厳 !喪 ヾす。

香 川馬 f s 水麦で裕 、い うビん切 乍りたい3 、う思いがら、作 うm ましさ 。
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囁 蜜 ’臍 F 帶 " の他

犯 母 び俸 貞 準 心 で、如 > ( 複款磯 )

塑動 芸

Q5で、の賀問でいい& 名K ・ 負』 です。
0 V そ供 は とうしzで’女 ラゝ (牧細 答)

⑥ 安 田小学 校 で過
、寸時 間が歩劉 わずか
なのでその蒔 間 で思い出
をいつは。いつくったり、これま
での思 い出をふり返 った
リすることがで きたらい
い 冷 と思って、 このアン
クレトを言周べ t み まし
た 。

③ この アングー" 乙 z わ 燎

M ほ# 功 、学校 的 3 きな <
が、た ぐ んいる・ が、わか リました

校 朴 < 習 い方 い M が 分 かづ

ま将 、 押 、す 当写 、掌夜
企危 ん れ 財 ' 7 いゝ て え

』〇 方 ソや

母人あ海
あび

% 惹

が fc j  口

Q 6は いと傲  8 港 閉3 »理理 w滋 うう,
は でダか? (極 朝 )

内 S  一

Q 8安田小学校 の 斜曼 毘 あ宵 すか ？

W
な い
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ある
2〇人


